




































Low-energy Diet of Cocoa Powder Reduces Body Weight and Fat in Obese Wistar Rats
Misako SOGAWA and Yuriko TAKEKAWA
ABSTRACT
 　Cocoa powder contains various polyphenols known as cacao mass polyphenol and physiologically 
active compounds, such as methylxanthine, which inhibits arteriosclerosis, hypertension and cancer. 
The present study reviewed whether a low-energy diet of cocoa powder reduces body weight and fat 
in male Wistar rats with obesity induced by diet.
 　Obese rats were fed ad libitum with a 25% w/w high-fat diet for 12 weeks and separated into 
groups C, LC and HC, which were fed with a 20% casein diet, and the same diet containing 650 or 
2,500 mg/kg body weight of cocoa powder, respectively, for four weeks. The total energy intake of 
50 kcal/day was restricted to 50% of the previous ad libitum intake for all groups. 
　 After four weeks, body weight and %body fat significantly decreased in groups LC and HC 
compared with group C. Plasma triglyceride levels significantly decreased in the groups given cocoa 
powder. The index of insulin resistance (Homeostasis Model Assessment ratio; HOMA-R) tended to 
be lower in groups LC and HC. The weight and fat content of feces significantly increased in the LC 
and HC groups compared with group C. These findings suggested that consuming a low-energy diet 
containing cocoa powder reduces body weight and fat by reducing physiological fat absorption.



























基準」（昭和 55 年 3 月総理府告示第 6 号），「研究機
関等における動物実験の実施に関する基本指針」（平
成 18 年文部科学省告示第 71 号）ならびに「実験動
物の飼養および保管ならびに苦痛の軽減に関する基













リエンタル酵母工業 k.k.）1000 ｇにラード 260 ｇを
混合して作成した。高脂肪食の組成は表 1 に示す。
表１ 高脂肪食の組成
重量 タンパク質 脂肪 炭水化物 エネルギー
（ｇ） （kcal）
粉末飼料 100 24.6 5.6 52.8 360
ラ ー ド 26 0.0 26.0 0.0 245
高脂肪食 100 18.1 25.1 41.9 480
その間，ラットの体重と摂食量は，1 日おきに測定
した。高脂肪食を 12 週間にわたって投与すること
により，ラットの体重は，214 ｇから 565 ｇまで増
加した。また，高脂肪食の摂取量は 12週間の平均で，

































を，それぞれ LC 群，HC 群とした。また，ココア
粉末を含まない 20% カゼイン食を投与する群を C
群とした。これらの実験食は，適当量の水を加え団








（kcal ／日）（mg ／ kg 体重） （ｇ／日）
C 群 50 ― 13.26 ―
L Ｃ群 50 650 12.88 0.398
























　レビス　インスリン－ラット T （シバヤギ k.k.）を
用いて行い，Benchmark Plus マイクロプレートリー






　HOMA-R 値 = 空腹時血糖値（mg/ ｄ L）×空腹時
インスリン濃度（μ g/mL）÷ 405
4）血中レプチン濃度
　ラットレプチン ELISA キットワコー（和光 k.k.）
を用いて行い，Benchmark Plus マイクロプレート


























1）溶液 4.5mL を入れ，冷却下で 3 分間ホモジナイ




乾固した残渣を 5％ Triton-X100 を含むイソプロパ
ノール 3mL に溶解し，試料溶液とした。








































た。4 週間の体重減少量を見ると，C 群が 29 ± 8g
であったのに比べて，ココア粉末を投与した LC 群























例数 腎周辺 副睾丸周辺 腸間膜 合計
脂肪（ｇ） 脂肪（ｇ） 脂肪（ｇ） （ｇ）
Ｃ群 6 18.7 ± 4.5 16.3 ± 2.3 ab 7.1 ± 2.7 42.1 ± 8.5
LC 群 6 18.2 ± 7.3 18.1 ± 3.9 a 7.2 ± 2.4 43.5 ± 12.3
HC 群 5 13.0 ± 2.6 13.1 ± 2.0 b 4.6 ± 1.2 30.7 ± 5.2
平均±ＳＤ  異なる文字は，有意差ｐ＜ 0.05 であることを示す。
　図 2 は実験食投与後の体脂肪 % について表した
ものである。体脂肪 % は C 群が 27.2 ± 5.4% と高
値を示したのに比較して，LC 群では差が見られな
かったが，HC 群で 20.2 ± 0.6% と有意に減少して








を図 3 に示した。血漿 TG 濃度は，ココア粉末を投







　　　図 3 血漿 TG
　血漿グルコース濃度（空腹時血糖値）を図 4A に
示した。C 群に比べて LC 群，HC 群ともに有意な
差は見られなかった。血中インスリン濃度を図 4B


































度は，体重および体脂肪 % が減少していた HC 群
において，C 群に比べて有意な低下が見られた。血
中レプチン濃度は体脂肪量に比例するといわれて
いるため，体脂肪 % が有意に減少した HC 群で有
意なレプチン濃度の減少が見られたと考えられる。
　次に，24時間のエネルギー消費量を図6に示した。








た。3 日間の糞重量は C 群に比べて，HC 群で有意
に増加しており，ココア粉末に排便促進効果がある
と考えられた。また，糞中に排泄された粗脂肪量も







例数糞重量 脂肪含量 粗脂肪量 脂肪の
A B Ａ×Ｂ÷ 100 消化吸収率
（ｇ /3 日） （％） （ｇ） （％）
Ｃ群 6 3.82±0.35b 0.69±0.22b 0.03±0.01c 98.67±0.48a
LC 群 6 4.08±0.18b 3.08±0.37a 0.13±0.01b 93.92±0.60b




















































たり，650 mg（LC 群），または 2500mg（HC 群）
添加の 2 つの濃度に設定した。これについては，ま









表６ 総ポリフェノール量とその組成 (mg ／ g)
ココア粉末 緑茶抽出物
総ポリフェノー ル量1） 68.3 366.3
EGC 2） ― 82.6
C 2） ― 31.0
EC 2） 9.2 22.5
EGCg 2） ― 156.0
ECg 2） ― 29.6
カテキン類以外のポリフェノー ル3） 59.1 44.6
1) Folin-Ciocalteu 法 ECG：エピガロカテキン EGCg：エピガロカテキンガレ トー
2) HPLC 法 C ：カテキン ECg ：エピカテキンガレ トー















































































　7 週齢のウィスター系雄ラットに 25% 高脂肪食
を 12 週間にわたり自由に摂食させて，食餌性肥満
ラットを作成した。作成した肥満ラットにココア粉












2） 血漿 TG 濃度は，ココア粉末を投与した 2 群で，
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